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平成１４年度　全国高等学校総合体育大会　
（第２０回　日本高等学校選手権水泳競技大会）
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記　録　者 石　塚　　学

福岡工業（福岡）は１４年連続２６回目の出場で、これまでにインターハイ優勝２回・準
優勝２回の実績を持つ名門チーム。対する関西（岡山）も７年ぶりの出場ではあるが、
インターハイ優勝２回・準優勝５回の実績を持ち、古豪同士の戦いとなった。　　　　　１
ｐ　両チームともスローペースでスタートし、お互いに様子見でオーバータイム繰り返
す。福岡はプレスを効かせ、パスカットからカウンターアタックをみせるが、なかなかパ
スが上手く繋がらない。関西はマンツーマンディフェンスで粘り強い防御を見せ、特に
ゴール前デフェンスが効果的。また、両チームのキーパー（福岡：野田・関西：佐々
木、両３年）のナイスセーブが続く。　　　　　　　　　２ｐ　関西フローターデフェンスが退
水から５’５２’’に福岡⑨口石（２年）がタップシュートを決める（１－０）。さらにカウン
ターアタック図るが、関西キーパーナイスセーブ。５’００’’福岡⑤羽野（３年）がフロー
ターからシュート決める。福岡のプレスが効果的で関西は、なかなかゴール前に攻め
込めない。しかし、デフェンスは頑張り、特にゴール前のデフェンスは良くふんばる。し
かし、オフェンスが焦りからヘッドオフの反則を犯して、カウンターアタックから福岡④
中園（３年）にカウンターシュート（３－０）を許す。続けて、⑦谷川（２年）②渡辺（３年が
ノーマークで連続得点（５－０）。　  　　　　　３ｐ　ゲームはスローペースで展開始まる。
関西はフローターの位置が浅くなり、無理してシュートを撃つが、キーパーにシュート
コース読まれてしまう。４’０３’’福岡はカウンターから②渡辺がカウンターアタクで６
点目（６－０）。　さらに⑤羽野が連続カウンターシュートを決め、９番口石、７谷川（２
年）も続けてカウンターを決め、試合は完全に福岡ペース。しかし、関西も諦めずゴー
ル前に攻め込み退水を取り、関西⑥松本（１年）がパワープレーでノーマークシュート
を決め１点返す（１０－１）。

戦　　評

４ｐ　福岡はマンツーマンデフェンスでフローターへのボールを通さず、⑤羽野がカウ
ンターシュート（１１－１）。その後、福岡は鬼本にキーパー交代。関西も踏ん張り、
ゴール前にボールが入る様になり、⑤菊池（３年）が連続得点して反撃する（１１－
３）。試合内容は完全に福岡ペースで、特に中盤のプレスデフェンスが効いていた。関
西では⑤菊池の動きが目立っていたが、なかなかシュートチャンスに持ち込めなかっ
た。また関西は１年生多く、来年は楽しみなチームである。
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